
幼児生活団は1939年1月、羽仁もと子とその長女説子を
中心に自由学園明日館敷地内で始められました。家庭との
協力による独自な幼児教育の場です。

写真：幼児生活団に最初に入団した子どもたちと羽仁もと子（1939年3月ひな祭りの日に）
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幼児生活団 設立の経緯
羽仁もと子・吉一と説子、幼児教育の理念



1904年 羽仁説子1 の 生日に

1903 羽仁もと子・吉一

、 、 でも るもと子にと 、自らの家庭 する
ま まな は生 た教 となり、 はその を
る場とな た。

もと子は初め の子ども 説子を育 る中で、子ども自 に た
られ る生 る力、自力を 、どのよ にしたらその力を

るの 、よりよ 育 にはどのよ に したらよ の と日
を 。 そし た とを で した。

れたのは長女の説子 生した 日

家庭  に した
を、 に 羽仁もと子 10

家庭教育 （ ）、 11 （ ）
（1928年 ）にまとめる 2



自由学園 の
な の を より

6 の は、 のQR ら 。
（自由学園 で ）
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―可ヶ谷慕坦次女涼子の慕前にて羽仁吉一.,,もと子」長女説子 10 m90.5年長女説子と次女涼子 0 『家庭の友」1咎 1号U .g i03年）表f-
i」2号[l906年）汲紙 0 『婦人之友」H 墨1号 (1908年）汲紙

と

0  .... ―・・ 
O l906年

.. 

わが子の「自力」に感動する 悲哀を信仰に
今生まれた赤ん坊がつよい飢えを感じて罰線の乳房に

吸い付く．、 「自分で生きる力」一もと が深く心動かさ

れたのは、子ども自身がもつ、生きることへの強さでした。

「おさなごを発見せよ」ともと子は訴えました。子ども
を大事にするといいながら、子どもの「強い自力」に気づ
いている大人は多くない、子ども自身の「真の生命の嬰求」
を無視し大人の都合や常識で育ててしまうと勺，『それはや

L かし、人の生は死と隣りあわせでもありました。羽
仁夫妻には説子、涼子、恵子（のちに自由学

がて子どものみずから生さる力を弱めてしまう 心

子は大人たちに、敬虔な信頼をもって「おさな：：」r
こらそう... 「発見しよう」と呼びかけたのでした。

と
を
も
―

）
 
"

f
 

二代目

ーえて一

と3 人の子どもがありましたが、次女涼子を 7
 

―
―
 

-
1
 ―-

か月で肺炎のため失くしています。あまりに突然つ玉つ
けられたわが の死に煩悶しつつ和 「私共はまた涼子の必

ず天国に行ったことを疑わない」`

かに慰めを得た、 と夫衰は

ーれまでに充分に信じ
ることの出来なかった天国の存在をも信じて｀悲哀のな

いています。

もと子の「おさな：：を発見せよ」は．人間の限界と、それを

く神の愛への信仰を下敷きにして語られたものでした。

回
＿
・



自由学園 の
な の を より

6 の は、 のQR ら 。
（自由学園 で ） 4
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●羽仁もと子編 「ネルの勇気」（愛友社．1907年）表紙

「説、あなたはどう思う」
もと子と

ー・ - 9  - . . . . . .  

0  
1. 1910年頃羽仁家配Iし中央に長女説子と三女恵子

ーの家庭生活や子育ての様子を、長女説ゴ

新しい家庭、新しい社会の延設という理想にもえていた

もと子と吉ーの家庭生活は、封建的な生活を脱し新しいた

舌を模索する，、「実験」の日々でした。そうした両親のもと

での幼年時代も説子は「しあわせだった」といっています。

忙しい共働きの家厖でしたが、母が時々すべてを放り

出して一緒に本を読んでくれたり、話を聞いてくれた時

間のことを、説子は楽しく振り返っています。

が幼い自分を一人の人格としてみとめ、「説、

また、母

あなたはど

う思う」と人まねでない 自分の考えや行動を重んじたこ

とは、 「独立の判断」こそ尊い、美しいのだと教えてくれ

た父母の教育だったと、説子は述べています。

- - |  

0 『子供之友』 3券 4号 (1916年）表紙

自由と独立の意気
幼い説子が「独立の判断」をしようとする姿は、母もと

ュを驚かせ、学ぱせるものでもありました。小学生になっ

た説子力＼髪型のことで母もと子の考えとは違う髪型を 「美

しいとおもう」といい、母の判断と述っても自分として良

いものを選んで行動したことがありました。

じて、 もと子は、 子どもの人格の独自性、性質の違いとい

うものをつくづく教えられたと

そのことを通

き残しています。

子どもの成長とは独自の人格の成長です。やがて思春期

にさしかかった説子は、「親から独立して、社会の動きを

じかにうけとめてみたい」と強く願うようになります。「独

立の判断の美 しさ」を敦えたもと子と吉一の家庭教育は、

説子を自由と独立の意気に富む人間へと滋いたのでした。

回＿．



と  子 もと
説子 ・羽仁もと子

幼 育 の 、 の 、 の
の 、 70 の 子 と

 

あなたがどう考えるか、それは説の自由だよ

それを しま と、 とし し をしま でした。し し、
し に た を子どもは し れま でした。

2 3日た ら 子で の に す ら

このあいだのことね……

幼 な ら、 まで の ち れると、 に とはで な

そうだ、このあいだ母さんがたのんで
おいたことね、少しいいすぎたかと心配
していたよ、あなたの返事を聞きたい

きのうはこうとおもったけれど今日は反対のことを
考えている、ほんとうの返事はまだ決まっていない

に ら たと も ます 、 、 しま な ちに、 は
を 、 の らに し 、心を め を で れました。

は し らしにも れ 、 も と 幼児をひと の とし
れた と 、 自 のな に る幼児を ら し、それに をもち る

を れたの と も ます。
羽仁説子 子どもとの 羽仁説子の 幼年教育 （ ）より

幼 ものを の とし とは、 で よ にた す は りま 。
子どもに 、 た を 生 る れど、子どもとの

で る は な 。 の は し 力を る な た りに
に ると、 も最 には

5



羽仁もと子・吉一 教育 、
活 の

羽仁説子
1924 、

し とな た説子も
また幼児の 教育に 心を
ち、もと子の を

で する

1914年 子
1921年 自由学園を （女子 ）
1927年 自由学園 学 （初 ）
1930年 の
1931年 家庭生活
            （幼児の生活に する内 も）
1932年 羽仁もと子 での

 教育 に 日 で
1935年 自由学園 子

自由学園明日館（ 初の ）

1日 （自由学園 に ）

羽仁もと子・説子
幼児教育 の

幼 子 も 経 も経
 幼児のよりよ 教育 と たもと子は、 幼児の生活、幼児
の教育に 心を ち活 する説子を め した。もと子は 女 子
を、説子も長女 子を1 7 月で で る。羽仁説子は 幼児

の の の も た。

羽仁 家（1930年）
羽仁もと子 と 女 子（中 ）

の とし 活 し た長女羽仁説子（ ）と、 子どもたち



1937
幼児の生活 と

羽仁説子を中心に、
自由学園 生による幼児

には、自由学園 生の 子、 よ
の の 6,000 り、 の 協力

の の も に

よ た を し、 家の を

羽仁もと子の は、 の の を

幼児の 育

幼児の 生活
 羽仁もと子の を に

（ ら ）は れども、 （ ）の
は る。し し （たまし ）の は な もので
る。 たちの子 らを の の力の にした

たまし の教育  （1932年2月） 羽仁もと子  18   教育 年 より 7 



1

場の 子 場
（自由学園 ）幼児の生活と教育

（1938年8月）より

35年 ： の

33 、 29
の

幼児の生活と教育 （1938年8月）

1938 7 の
の の の は、 し
の ではな 、女 の に

よ 幼児たちを に し しその
生活を 心 し、ど に る 、
ど ら る をは り し
た で ります。

そ ら日 の する幼児のす れた
のために、 でな でな 説教でな
の、最も自 な 独 な幼児教育

の し 生れ たので ます。

1938  6 7
幼児生活

8



1

幼児の生活と教育
（1938年8月）より

羽仁もと子は、 な を よ の を し 、子ども自
その生 の中に る力を 、 の の子どもをま よ
る と、そし 生まれた力を に で るよ に は
し とを 。
では に た な を した。

幼児生活 の

幼児の 育
幼児の
児
内の
に する と
の
の

幼児の 生活 生活の ・ ・
自 の は の ら
子 自 に生活を ま る
家
のよ

との
協力

る の生活
子 の た

9



1

幼児の生活と教育 （1938年8月）

の を する場、生活の中で子ども
の と自 を し、家庭と協力しな らすすめ
る幼児教育の し 場とし 幼児生活団 の

れた。

羽仁もと子による な を よ の とともに、
の内 はた ちに にまとめられ

年8月に 、 地の にも幼児生活団の
られた。

10

幼児生活展 会
幼児生活団 の設立が
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田

ユiq

『羽仁もと子著作集第 1 8巻教育三十年』より
初掲出『婦人之友臨時増刊号幼児の生活と教育』

(1938年8月）

婦人之友社が原文を元に編集し、『別冊婦人之友親も子も「ホッ」とできる
居場所、あります』 2,0 2 3年6月発行に掲載した文をご紹介しました。



幼児の生活と教育 1938 8
幼児生活 の 内

子どもの生活に は、その も の に 、 を ま た れ た。
 も 地の の で られ り、 と に し る。
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大
巾
七
十
判
、
ラ
シ
ャ
巾
四
十
桐
へ
五
立
栢
準
）

゜
迎いすで

紅
は
一
人
¥
”
た
り

冷
ビ
と
紐
＊
紺
tb
｀
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叫
デ
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返・ンすシ
への°ン
し上2(8) を
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ポ
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裁
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ま
つ
り
ま
す
。
の

．
＾
ン
ツ
ふ
名
喪

雌
せ
て
配
釦
め
｀
ズ

“ン
の
吋
に
ベ
ル
ト

正
あ
て
4
ぐ
る
り
と
麟

l

J
 。

ひ
玄
す
。
0
.
（
ル
ト
0

叩
配
二
a
¢
守
り
、
叫
，

“:  ~• I’; 、、、/ ~‘|¥ ~  ¥ )  m  1 ）約 I I¥ ふ ＼ ： 
L  
k  

；
す
。

製
ざ
“
，
合
が
玄
す
。
？
ン
の
叫
咄
に

g
与
つ
で
、
ベ
ル
ト
。
俎
与
つ
づ
A
．
匹
°
螂
町

ぷ
如
与
っ
芍
で
六
つ
己
寄
広

0
俎
か
ゞ
り

と
し
て
町
記
ヰ
り
置
す
．

g
K
の
ヤ
う
に
面
で
つ
る
姻

碍
11、
お
子
さ
ん
名
竪
笠
如
ぶ
＂
さ
す
．

( 2 )  

Il g  ''I.. 

゜

ワ
ン
ピ
ー
ズ
原
型
の
作
り
方

塁
品
る
た
め
に
醤
贔

11叫、困
、
g
‘
困

荘
免
硲
笞

―l一ケ印です。

t
 

弘
口
、
デ
摂
叫
守
如
リ
主
す
が
、
ざ
の
や
う
に
函

ぐ
る
み
出
っ
た
贔
叫
伽
―
―
細
の
ゆ
る
み
の
茫

っ
た
も
の
）
き
函
成
し
た
も
菜
か
枝
蒻
：
す
．
肛

,
“
印
押
ふ
籠
か
ら
町
伽
知
炉
冠

です．凹
胃
2`
う
に
投
袷
か
ら
殷
の
媒
烹
で
が
厭
丈
に
な

り
2
す。
(511畔
と
配
『の
i
l
l
)

r
r
t
か
ら
平
叩
ま
で
の
荘
叫
が
出
虹
で
す
。

原
型
の
作
リ
方

品
忠
心
し
ます
．
困
ぐ
i
l
甲
ら
を
照
磁
品
ハ
3

t
ナ
゜
岬
叫
‘
企
叫
は
一一
一
叩
炉
に
し
て
、そ
れ
ぐ
a
面

を
引
き
ま
す
．
J
o
l
衿
あ
き
顎
く
り
は
一
割
七
分
に
し
て
正

磁
。
デ
如
き
町
の
ヤ
う
に
臣
記
き
ま
す
．
悶

ぁ
！
は
一印
炉
に
し
て
瓜
―1一
炉
の
（
り
と
つ
け
t
す。

．こに：`
3

こ
うヽ
た
a↑
こ

K・

貫
下
り
は
1
五
炭
、
後
＂
下
り
は

一1一
十
度
に
し
て
針

ぞ
叩
：
き
ま
す
。
鉛
m祁
1
1
-
-
5
架
炉
‘
戚
m
畑
叩
は
二
呻

六
ぎ
吋
只
つ
け
、
虻
の
（
り
t
序
如
き
ま
す
。

の
9
ヽ
り
が
町
如
ま
す
。

口 ヽ

＇町キ
'
’,'

,' 
＊
 

( 2＞ ←一漬寸 * `―→

t  ， 
寸
法
＂
計
り
方gぃ

＇`．＇ 
ー

満
三

恥
飼
渇/]濯

ー
に
な
り
ま
す
。
ジ
ャ
ソ
バ
ー
は
ス
ウ
エ
ク
ー
や
プ＂．ウ

スを
位
へ
荏
努
気
ら

れ
ま
す
し
、
叫
が
な
い
の
で

烹
暫
た
け
で
斑

v知
ら
れ
て
痣
へ
ん
如
和
な
よ
い
も

の
文
'
.
塁
・
ア
ルー
マ
ス
佑
っ
て
図
幽
す
は
ぎ

"c 

ま
す
。
（
ワ
ン
ビ
ー
ス
も
同
じ
）

一繁
玲
ヽ
僻
加
と
し
て
f
w
っ
た
ピ
ソ
9
の
ヂ
ヤ
ー

ジ
→
ワ
ソ
ピ
ー
ス
を
坦
瑕
1
1
守
殴
即
と
し
て
か
ま
し
た

が
、
翌
翌
四
く
な
っ
ふ
定
の
で
困
を
ぽ
つ
て
和
国
に

し
て
定
ま
す
。
迂
も
＝
＝
蝦
尉
奴
し
は
g
（
な
り
ま
す
が
｀

斑
ま
で
は
ど
う
に
か
知
ら
れ
る
で
せ
う
。
坦
繁
晒
但
つ

た
ヂ
ヤ
ー
ジ
ー
の
ど
ン
ク
と
ク
・
ょ
密
．
＾
ン
ツ
I
i
m

配
茎
が
・
フ
ル
ー
V
ス
に
し
て
皿
ひ
ま
す
。

こ
の
虹
に
な
る
と
お
8
a
J
い
ろ
／
ヽ
な
お
手
甲
ひ
を
辟

め
る
の
で
一
正
穿
手
知
ひ
凹
・フロソ
を
眼
恋
し
ま
し
た

譴
比
っ
た
国
も
店
で
虹
恋
釦
へ
伊
か
れ
る
や
う

に
町
只
を
翌
叫
ひ
叩
へ
ま
す
．

L

惣
墨

ci
ワ
ン
ピ
ー
ス
と
プ
ル
ー
マ
ス
匹
11ジ
ャ
ン
パー

男
の
子
は
ス
ウ
ェ
タ
ー
に
．
ハ
ン
ツ

3

ハーフ
ブ
n
1
ト

は
聾
ざ
亨
じ
。

R

又
下
駄
を
一足
J
t
i
・
小
さ
い
店
ぬ

げ
た
リ
つ
主
づ
い
た
り
し
て
危
廠
で
す
が
｀
こ
の
田
に

な
れ
ば
大
丈
夫
で
す
、
足
が
む
れ
な
く
て
磁
し
（
ぶ
持

よ
い
の
で
す
。

浩
せ
方

5- 3.  2
 
1. 

R
R
贔
5
澤誌

り
ま
す
。
霊
齊
は
一
繁
虫
と
同
じ
ゃ
う
に
位
固
の
ス

ウエ
ク
ー
と
バ
ソ
ツ
を
ほ
ぎ
ま
す
。
追
況
俎
皿
朋
と
し
て

ゐ
た
ビ
ン
ク
の
醤
ス
ウ
エ
ク
ー
を
忠
即
珀
t
て
手
ま

す
。
バ
ン
ツ
I
i
喪
ち
ゃ
ん
の
因
か
ら
ず
っ
と
虹
叩
眼
と
し

て
は
い
て
ゐ
た
の
で
硼
ま
で
即
る
こ
と
に
し
、
斑
に
は
．
シ

k
 

た
白
の
ス
ウ
エ
タ
ー
と
バ
ン
ツ
は
、
ス
ウ
エ
ク
ー
は
と
い

て
如
替
窓

‘
巴
面
し
手
。
バ
ン
ツ
は
終
が
か
た

く
な
つ
て
広
印
に
な
る
の
で
、
祁
ヂ
ヤ
ー
ジ
ー
で
飢
叩
し

手
。
こ
の
匹
に
な
る
と
虹
困
即
へ
も
｛
く
や
う
に
な
る

の
で
｀
柄
か
ら
＾
ン
カ
チ
ー
フ
を一――如
胆
む
し
ま
し
た
。

年
よ
り
満
四
年
ま
て

e,  

着
せ
方

磁
荘
齊

醤
ス
ウ
ェ
ク
ー
、

ル
ーマ
ス
（
坦
益
＞

a
ど
エ
ラ
ー
ハ
ー
ア
コ
ー
ト
（
惑
い
時
）

殊
に
寒
い
的
に
は
モ
糸
チ
●
ツ
キ
を
ガ
る
か
、
天
袖
〇

ス
ウ
＝
ク
ー
鰤
冬
の
も
の
を
沼
ま
す
。

バ
ソ
ッ
匁
は
ワ
ソ
ビ
ー
ス
と
プ

R
心
濯1ス

遊
び
沼
（こ
の
ザ
は
下
法
は
パ
ン
ツ
だ
け
は
き
ま
す
）

d

俎
雌
の
祖
だ
け
ソ
ッ
ク
ス
を
は
く
。

去
年の
ピ
ン
ク
の
外
U
j
啓
芥
段
沼
に
す
る

R

ヽ

9した印
の
レ
ギ
ソ
ス
と
緊

＞
ギ
レ
ス
は
今
紺
1
1
監
が
ぬ
け
た
り
、
即
く
な
っ
た
り
し

＇ぷ

て
ゐ
る
の
で
や
め
ま
す
。
白
の
オー
・
ハ
ー
ス
ウ
エ
ク
ー
は

――
我
土
か
て
罪
れ
て
ゐ
る
の
で
と
い
て
虻
鯰
に
町
め
、
V

磁
品

嘉
手
皿
チ
ョ
ッ
キ

1

ス
ウ
ェ
ク
ー
。
レ
ギ
ン
ス
。
手
庄
カ
ッ
ク
ス

女兄は外tijの時
、
9
ン
ピ
ー
ス
に
北
訛
下
を
は
く
。

ス
そ
ッ
ク
・
i
i
ぶ
噴
I
t
叩
ひ
齊

こ
の
年
に
な
っ
た
ら
レギ
ソ
ス
11や
め
ま

R

芋
。
直
魯
益
の
プ
ラ

ウ
ス
を
二
如
ぼ
り
ま
す
。
こ
れ
は
ス
ウ
エ
ク
ー
の
耳
如

ま
す
。
（
心
丸
甲
痴
釦
5
-
)

一如h
は
斑
即
如
は
お
匁
さ
ん

の
ワ
イ
シ
ャ
ツ
の
5
い
の
で
釈
り
ま
す
。

磁
心

累
ぼ
皿
チ
ョ
ッ
キ

盆
プ
ラ
ウ
ス

4
ヂ
ヤ
ン
パ
ー
。
ス
ウ
ェ
ク
ー
・
刃
1
1
ス
ワ
ン
ピ
ー
ス

（ワ
ン
ピ
ー
ス
の
Jeに
K
ウ
ェク
ー
を
沿
て
｀
よ
い
）

刃
の
子
は
ズ
ボ
ン
に
ス
ウ
ェ
ク
ー
、
又
は
冬
嵐
。

磁
は
叩
品
‘
8
の
峠
で
は
ス
モ
ッ
ク
を
虻
る
。

凹
に
し
主
す
。
如
叫
は
曲
ー
八
諏
，
5”
と
し
て
紅
寄

自
と
9
1
0
さ
烹
す
．
慧
A
か
ら
梃
磁
の
B
さ
で
の

ィ
”
t
g

,
I

』

店
を
、
A
か
ら
脇
の
0
ま
で
に
叩
‘
閥
の
や
う
に
褐

&
t
・
、

2
t
月
丸
缶
和

く
と
r
耐

虹
は
二
記
醤
リ

が
て
叫
品
デ
如
き
ま
す
。
こ

さ
ぷ
品
ぎ
町
が
ま
し
た
。
ゅ
炉
1
1
爵
四
暉

臀
秤
冠
＂
埓
祖
唸
熙
―
屈
を
わ
に
し
て
）
を
I
H
i

ぞ
伽
い
て
磁
叩

49がm
g
l
l

t9叩＂

m
店
を
＝詞
‘
耳
＆
四
沼
成
し
ふ
の
や
う
に
庄
叫

を
炉
‘
伯
か
ら
一
llCク

‘atつ
け
て
印
叩
5、

デ
品
き
ま
す
．
臀
11叩
娼
の
と
こ
令
以
・ー炉
、や

ン

づ
り
広
り
ま
す
。

溢
紺
ふ
I
J
ぬ
き
、
賣
の
ヤ
う
こ
叫
を
一ふ
担
記

リ
た
よ
虹
街
の
広
加
を
つ
け
玄
す
。
因
叫
は
八
珀
純
屈

し、叫、lltは
1

函
成
の
A
か
ら
五
ざ
醤
晶
い
て
か

り
お
と
し
ま
す
。
向
叫
懇
町
祀
且
＂
祠
祝
の
器

は
や
叩
品
つ
て
ぽ
柑
り
。
1
1
ふ
く
ら
ん
だ
滋
に

す
る
椒
＾
い
は
紬
1
1
1
に
六
つ
位
の
切
り
込
み
を
パ
れ
、
位
の

｀
 
．． のひ
〇
べ
つ
が

ゃ
う
に
間
を
＂
み
に
開
き
、
別
の
糾
に
ル
レ
ッ
ト
で
そ
の

』
l

t
与
t
p
●

い

形
を
“
し
と
リ
主
す
。
子
供
の
夏
の
Illには
-"
愛
ら
し
い

盟
で
す
。

騎
1
1
製
品
を
二
十
記
砧
設
一
ね
て
町
の
や
う
に
m

の
形
g
t
ま
す
。
荀
は
一
元
＇記
叫
戒
し
て
、
憫
は

訃
あ
き
と
g
gr叫
に
し
ま
す
．
ば
母
の
や
う
に
が
虹

と
が
塁
岱
如
れ
ば
、
が
叫
に
よ
つ
て
い
る
（

,
'
t
 

に
開
し
て
様
々
な
形
が
町
か
ま
せう。

プ
ラ
ウ
ス
の
原
型

プ
9
0
ス
は
ぞ
討
計

E
-
mへ
、
憫
比
血

配
と
も
鮫
―
m
盟
か
せ
1
す。

布
の
亨
o
方
11町如
る
だ
け
成
紅
と
註
ぶ
’
に
駆
益

せ
｀
秤
虻
ぎ
な
く
如
ち
ま
す
。
悶
は
町
祀
p
，
謡

で
す
か
ら
鰤
や
m
こ
て
叩
ち
玄
す
。
印
似
は
、
四
後

＄
和
製
叫
記
届
‘
a
-
m
届
‘
叫
七

、

八
紀
ふ
ぐ
り
一
か
ぶ
[
gL-
か
"
臀
―
m
届
で
ナ
。

ワ
ン
ピ
ー
ス
縫
ひ
方
は
町
と
町
ら
ん
に
な
っ
て
面

じ
よ
し
あ

序
よ
く
仕
上
げ
2
せ
う
。

の
服
装

着
せ
方

C- I. 

4. え 1. 

消
せ
方

満一
一
年
よ
り
満
三
年
ま
て
の
服
装

”十七布 9l
中漏璽 8 9 n ヘヽ’

布
・
の
衰
七
方

ぢ
＇
は
布
吃
t
鼻
直
にIt1 

ギ
ソ
ス
に
貶
み
叩
し
、
革
の
ス
ウ
ェ
ク
ー
も
ピ
ソ
ク
に
応

ヮ
ソ
ピ
ー
ス
につ
い
て
ゐ
た
ヂ
ヤ
ー
ジ
の
レ
ギ
ゾ
ス
と
一

紐
に
め
て
、
知
ま
す
。
奴
早
品
眠
如
は
ワ
ソ
ビ
ー
ス

な
の
で
四
応
庄
を
は
き
ま
す
。
船
耳
I
i
距
り
ガ
ー
ク
ー
を

品
に
つ
け
て
喪
）
ま
す
。
成
の
言
加
皿
齊
も
＞
ギ
ン

t
 

ス
な
の
で
9
ッ
ク
ス
を
用
ひ
ま
す
。

醤
町
干
は
お
叫
さ
ん
の
ぎ
磁
ふ

り
ま
せ
う
。

収
さ
い
の
王
＇
俎
品
如
ま
す
。




